
新天皇陛下のご即位と令和への改元を

お慶び申し上げます。

いつも皆さまには、励ましをいただき
大変にありがとうございます。
この度の統一地方選で､公明党は1560人
が当選致しました。政党別当選者数では、
７回連続で「第１党」となり、女性の当選者
数も、一般市議選で政党最多の３０１人が
議席を獲得し、３回連続の
“第１党”を成し遂げました。
わが党に力強いご支援を寄せ
下さった党員、支持者の皆さまに、
心より厚く御礼を申し上げます。

鳥栖市議会議員
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3月、鳥栖小学校に、
車椅子用の『階段昇降車』
が導入されました。
子どもを乗せて車椅子ごと
安全に安心して階段の
上り下りが出来ます。

かわの参議院議員との取り組み

１０月から消費税率が１０％引き上げ
と同時に実施されます。

❶軽減税率は、低所得者ほど
収入に占める食費の割合が
高い中で、食料品８％は、
大きな安心感を与えます。

❷幼児教育・保育の無償化
対象者：すべての３～5歳、
住民非課税世帯の０～2歳児。

❸プレミアム付き商品券の発行
対象は住民税非課税世帯
（生活保護世帯を除く）と、
2016年4月2日～今年9月30日
までに生まれた子どもがいる世帯。

◆公明党が取り組みました◆

2016年に施行された障害者差別解消法の
理念には、障がい者一人一人について特
長や配慮すべきことを知り、柔軟に対応す
る「合理的配慮」を求めています。

3月、鳥栖市立図書館に『マルチメディア
デイジ（デイジー）図書』が設置されました。
デイジー図書とは、発達障がいなど読み
書きが苦手な方(児童含む)向けに、本に
親しめるよう開発されました。書籍データを
パソコンなどで再生します。

かわの義博
参議院議員

公明党公認
比例区 予定候補

2018年4月 鳥栖市で
かわの義博参議院議員と、
自閉スペクトラム症の
子どもを抱える家族を支
援する団体の皆さまとの
懇談会を開催しました。
６月、課題を国会で取り上
げて頂き、障がい児者支
援を前進して頂きました。

◆委員会質問を通して実現◆
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🎶 日頃の活動は、とびまつ妙子の
ホームページ・Facebook・Twitter・LINEで♪

『障がいのあるなしに関わらずすべての子どもたちの教育環境を推進する条例(案)

昨年９月より、議員提案条例を有志で作成中です。
全議員が提出者となり、
条例制定に向けて取り組んでまいります！

みやき町幼.保.小連絡協議会の講演会へ☆

ピアカウンセラーの齊藤麗子氏による
『共に学び共に生きる 未来の為に』
自閉症の子供たちがおかれている環境を学び
ました。多数派少数派どんな人とも共に生きる
『共生社会』を目指し取り組んで参ります。

４等賞が当たり
びっくり！！

(トビトビなるままに)

2月、鳥栖市長選投票率４４.５８％
4月、 8年ぶりの選挙となった佐賀県
議選投票率４２.４９％、いづれも過去
最低投票率となりました。

7月の参議院選挙に行きましょう！

本格的な人口減少、少子高齢化に
備えた「共生社会」の構築や、国際
社会の多国間協調に向けた日本の
リーダーシップが求められてます。

大藤を守るために、ご尽力頂いて
いる真木町ふじの花・樹木を守る会
の皆様、まちづくり推進センターの
皆様、大変にありがとうございます。

横尾副市長

4月21日鳥栖市真木町の藤まつり☆
カラオケ大会で区長は歌を🎤 役員の方のおもてなしは
チャイナ服！とっても素敵☆ 出店では、真木町の方々
が、小葱・ミニトマト・焼き鳥などなど販売され、最後は、
くじ引きがあり、楽しかったです。
皆さま、大変に有難うございました。

☆公明党語る会を開催☆

『かわの 義博』 参議院議員
との取り組みを報告。

青年局のボイスアクション
(6つの政策の中から1つ選ぶ)
では、皆様にご協力を頂きました。
お声より政策を実現して参ります。

◆4月25・26日山口市と明石市を視察☆
山口市では「子ども子育て条例」
明石市では「明石市障害者に対する配慮を促進し
誰もが安心しても暮らせる共生のまちづくり条例」
を学びました。学んだことを生かしてまります。

鳥栖ひまわりネット主催の
『第６回書き損じハガキ』
１，１４６枚集まり、

世界ユネスコ寺子屋運動へ
送付いたしました。
ご協力、大変有難う
ございました。

毎月の街頭演説では、皆様のご声

援に勇気を頂いております。

大変に有難うございます。

大坪教育長

ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾗｰ
齋藤麗子氏

４月１２日全体勉強会を実施



２０１９年３月
定例会

１．鳥栖市政について市長に伺う

２．子育て世代包括支援センター

３月１８日 一般質問

詳しくは、議会HPの動画を
ご覧ください。

１．鳥栖市政について市長に伺う

《市長答弁》
・農地法違反について、市長である私の責任であ
る。違反状態の早急な是正が必要で、未契約者
及び地元との同意取得に向けて鋭意努力する。
造成工事は、分割して造成する方法も検討中。
現時点では具体的な時期をお示しできない。
･鳥栖駅周辺整備事業について、課題解決に向
け引き続き、実現可能な方策を模索していく。実
現に向けた目途やスケジュールは、現時点では
申し上げることができない。
･次期ごみ処理施設建設事業は、平成３２年度か
ら設計及び建設に着工し、平成３６年度からの稼
働にむけて確実な進捗を図る。
･市民や議会に対しては、『より一層丁寧な対応を
心がけながら進める。反省すべき点は反省し、改
めるべき点は改め､遅滞なく市制を推進していく、
職員の先頭に立ち、誠心誠意、努力していく。』

①４期目の４年間に、３つの難題に対して、
どのようなご決意で市政を運営されるのか伺う。
職員のやる気と満足度を上げるために、市民の
期待や信用をどのようにして築いていかれるの
か？市長のお考えと決意を伺う。

②子育てしやすいまちについて伺う。

子育て世代のお母様方より、『鳥栖市は、子育て
しやすいまちではない！子育てしやすいまちに
して欲しい！幼児や低学年の子どもを連れてい
く場所がない！子どもを公園や図書館などに連
れて行ける場所を作って欲しい！』と、お母さん
の厳しくも切なる声は、大事な視点である。
「子どもが安全に、家で家族と生活すること」とは、
子どもは勿論の事、親も家に引き込ませないこと
が大事な視点ではないか。
市長が描く『たくましく育て！
子育てしやすいまち』とは、
どういうまちか。市長の見解を伺う。

《市長答弁》 「たくましく育て！子育てしやすいま
ちへ」が目指す将来像とは、学校設備の充実や
子育てに係る負担の軽減。ベビーカーを押しなが
らでも安心して外出できる道路・交通環境の充実。
子どもたちを安心して遊ばせることができる身近
で安全な遊び場の確保。保護者の皆様への支援
に繋がる子育て関連施設の在り方に関する検討、
などをとおして、「子どもを連れて安心して出かけ
られるまち」「子育て中の方々が孤立感を感じるこ
とがないまち」の実現に繋げていくことである。

《市長答弁》 インクルーシブ教育を行うにあたり、
本市は、特別支援学級在籍児童生徒数の増加に
伴う教室不足や、在籍児童生徒に対する特別な
支援に伴う先生方の過負荷への対応についても
考える必要がある。
鳥栖市教育大綱策定後の
見直しは、総合計画の改訂等
に合わせて行う。

③インクルーシブ教育について

障がいのある子どもを持つお母さま方より、もっと、
発達障がいのある子供への支援や教育を充実さ
せてほしい！とのお声がある。2019年度の特別
支援学級は、見込みで、493人。また、全校生徒
の10人に1人が、発達障がいやその傾向があり、
支援が必要な児童生徒であるという実態がある。
現場のニーズに応じた支援を更に充実させる必
要があり、そのために、学校教育と福祉の連携が
重要。この現状に議員有志で、議員提案政策条
例『鳥栖市障害のあるなしにかかわらわらず、す
べての子どもたちが共に学び、共に成長するた
めの、保育及び教育の環境整備を推進する条
例(案)』を作成中です。インクルーシブ教育につ
いてと、「鳥栖市教育大綱」に『学校教育と福祉
の連携』を示すことについて、市長の見解を伺う。

スタジアム塗装改修工事は、
本年６月３０日終了予定。
完成後、お披露目会の考え
についても質疑しました。

①プレミアム付商品券事業について
4,400万円（国庫支出金4,440千円）

◆ 議 案 質 疑 ◆ 。

③スタジアム塗装改修事業について
269,000千円(企業版ふるさと納税）

②予防接種経費 208,761千円
風疹と高齢者肺炎球菌の予防接種について



⑤産後ケア事業をしっかりと取り組んで頂き
たいが、自治体が独自に行う子供医療費の
助成に対し、国保税のペナルティーが、公明
党の主張を受け、2018年度から、廃止となっ
た。その経費を産後デイサービス事業への
活用について、本市のご見解をう。

➀ 本市の子育て世代への支援の状況と課題

《市長答弁》
いじめ問題は、命、人権にかかわる極めて重大な
問題であり、どのような理由があろうといじめは絶
対に許されるものではなく、防止に全力で取り組
む必要がある。いじめから一人でも多くの子どもを
救うため、学校、家庭、地域、その他の関係者の
皆様との強い連携の下で、「いじめを決して見逃
さない、いじめは絶対にゆるされない」との意識を
共有し、いじめの防止等に全力で取り組む。

《答弁》 本市は、若い方の転入も多く、周りに友
達や知りあいがなく、妊娠期からを一人で過ごさ
れる方もいる。また、様々な疾患の治療をしながら
妊娠、出産、子育てをしている方もおられ、多くの
関係機関の支援が必要。これらの関係機関・庁内
の関係部署との連携を密にし、いかに総合的な
支援をしていくかが課題。

④環境整備について

②子育て世代包括支援センターの役割は？ 『食品ロス削減に向けてのさらなる取り組み
を進める意見書』を公明党より提出。

全会一致で可決。
「食品ロス」は、国内で年間６４６万トン以上。
国内では７人に１人の子どもが貧困状態にあり､十分
に食べることができない子どもたちがたくさんいます。
公明党は２０１５年より食品ロスに取り組み、

かわの義博参議院議員が書き上げた、『食品ロ
ス削減推進法案』が、今国会で成立する予定です。

２．子育て世代包括支援センター

《答弁》 切れ目のない支援を提供すること。総合
相談支援窓口として、妊娠期から子育て期までの
多様なニーズに対応すること。学童期以降の児童
やその保護者の方から相談があった場合、就学
前の支援との連続性も考慮し、学校保健等との連
携も含め、適切な担当者や関係機関に繋ぐ等の
対応を行うことも重要な役割である。

《答弁》 相談室等の整備を進め、「支援の切れ
目」を生じさせないよう、十分に配慮する。今後は、
こども育成課、社会福祉課、学校教育課をはじめ、
関係各課、関係機関と充分協議を行い、32年度
までの設置に向けて整備を進める。

《答弁》 議員ご指摘の子どもの医療費助成に係
る国民健康保険の減額調整措置については、今
後、担当部署と協議してまいりたい。

◆次期ごみ処理施設について◆

◆北西部エリアに
焼却施設のみを建設

◆リサイクル施設は、
（間に合わない場合）
鳥栖・三養基西部環
境施設組合と、脊振
共同塵芥処理組合
（神埼市）へ利用延
長を申し入れる。

④いじめについて

いじめは、ほんの些細な事から予期せぬ方向に
推移し、自殺等の重大な事態に至ることもある。
いじめを受けた児童生徒が、心身の苦痛を感じ
ているものを「いじめ」と定義され、どのような社
会にあっても、いじめは許されない、いじめる側
が悪い。いじめは子どもの成長にとって必要な場
合もあるという考えは認められない。
との文科省の認識と
市長の「受け取り方の問題」との
発言には相違する点がある。
いじめを無くす！根絶する！
という観点から市長の決意を伺う。

③支援対象者は？

《答弁》 妊娠期から特に３歳までの子育て期に
ついて重点を置く。ただし、保護者の方の中には、
ひとり親や若年での妊娠、障害のある方、経済問
題をかかえておられる方や外国の方など、様々な
事情のために支援が必要となる場合もあり、柔軟
に対応することが必要。


